
Web Saga Ven（仮称）システムについて 【別紙】

システム概要
Web Saga Ven（仮称）システム（以下、システムと言う）は、佐賀県ベンチャー交流ネットワークの事務局（以下、事務局と言う）と会員（以下、会員と言う）、
及び会員以外の事業者（以下、一般ユーザーと言う）の間で、柔軟かつ有用な情報共有を可能にするシステムである。

・目的は、
会員の基本情報に加え、商材やスキル情報、特化した事業やアイディアを一般ユーザーとも共有し、新たな事業創出に繋げる。
テーマは、システムのネットワーク機能を最大限に利用し、眠っている「産学官民金」の交流（マッチング）を活性化させる！
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システム要件定義
・事務局は、

必要に応じてホストとなり、WEB会議室を設定しマッチング対象の会員・一般ユーザー（サイト訪問者）を招集することができる。
例会・展示会やイベントにおける参加（出欠）や展示・商談ブースやミーティングブースでの打合せ予約が可能なWEBページを随時開設できる。
会員への情報提供をお知らせページへの掲載、かつメール一括配信にて容易に行うことができる。
県内外の一般事業社、及び支援機関を条件付き（期間、機能制限、会費）の準会員として登録し、システムを利用するアカウントを払い出せる。

・会員は、
システムを設定した会員専用のタブレットを活用し、容易に情報収集・交換ができる。（基本的に、会員全員へ貸出）
※自前のインターネット端末（ＰＣ、スマホ、タブレット等）からも払い出されたアカウントにより利用可能とする。
基本情報をもとに会員紹介ページを生成でき、これに基づいた、PR、イベント情報などを配信できる。（一般ユーザー（サイト訪問者）が閲覧できる）
ホストとなり、WEB会議室を開設して任意の相手を招集することができる。

・一般ユーザーは、
システムを介し会員・期間限定会員（以下、会員という）への登録申請ができる。
会員紹介ページ、および事務局への問い合わせフォーム等により、容易に相談ができる。

・共通機能として、
会員、及び一般ユーザーは、予約が可能なWEBページを仮登録して事務局に申請できる。（事務局の承認要）
グループウェアにより、任意の相手と双方向に情報の共有ができる。（カテゴリ、グループ分けは事務局の承認要）

『システム機能を利用することで会員の「できる」を実現する』

① 会員同士及びサポーター会員に相談ができる。(仲間づくり、トラブル、悩みの解消）

② 会員同士でコラボができる

③ Ｗｅｂ展示即売会等のイベント開催や商談ができる。

④ システム内で有益情報（支援施策、補助金、セミナー、コンテスト等）を共有できる。

⑤ 会員の事業を常に国内外のマーケットに対して可視化（アピール、広告、宣伝等）できる。

⑥ Web決済ができる

『会員の要望・要件』

・創業 ・経営

・提携 ・販促

・事業承継

・県外（海外含む）交流

『ﾈｯﾄﾜｰｸ将来の姿』

会員のみならず地域事業

者を巻き込んだシステム

運用（コネクション、共

有情報の拡大）で事業展

開が出来て満足である。

会員数が200以上である。


